
 

教 科 

 

科 目 名 

 

単位数 

 

学年 

 

学科またはコース 

 

履 修 

 

福祉 

 

 

社会福祉基礎 

 

 

３ 

 

 

２ 

 

 

園芸福祉科 

 

 

選択 

 

（１）科目のねらい 

 

科目の 

ねらい 

 

 

 

この教科では、「福祉とは」を常に考えながら学習を進めます。各自の育った環境で「

福祉観」が異なります。社会の福祉行政のしくみなどを学ぶことで、自分の生活をふり

返えり、「社会全体の福祉」について考えます。そのことで、社会福祉の意義や役割に

ついて理解を深め、実践しようとする態度を育成します。 

 

使用教材など 

 

 

社会福祉基礎（実教出版） 社会福祉基礎学習ノート 

 

（２）年間予定 

 

期 

 

月 

 

時数 

 

学 習 内 容 

 

学習のポイント 

 

 

 

 

一

学

期 
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 ９ 

 

 

 

 ７ 

 

   

テ１ 

 

「社会福祉基礎」を学ぶにあたっ

て 

第１編 社会福祉の理念と意義 

①生活と福祉 

②社会福祉の理念 

③人間の尊厳と福祉社会の創造 

第２編 社会福祉の歴史と福祉社

会の課題 

①諸国における社会福祉 

②日本における社会福祉 

 

 

 

 “福祉”の対象者・不幸な状態について考

えましょう。 

 進行する少子高齢化と人口減少の中で社会

福祉が担う役割を考えましょう。 

日本国憲法１３条・２５条に基づいた現代の

福祉理念を十分に理解しましょう。 

 特に我が国の社会福祉政策に影響を及ぼし

ている北欧諸国の施策（ノーマライゼーショ

ンの考え方を活かした障害者福祉施策や高齢

者関連施策等）について学びます。 

 日本の福祉事業の歴史と今後の目指す姿を

考察します。 

 

 

 

 

二

学

期 
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 ２ 

 

１２ 
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  ８ 

 

テ２ 

 

第３編 生活を支える社会福祉・

社会保障制度 

①社会福祉・社会保障制度の意義

と役割 

②子ども家庭福祉 

③障害者福祉 

④高齢者福祉 

⑤生活支援のための公的扶助 

⑥国民生活を支える社会保障制度 

 

 我が国の社会保障制度の意義、役割、範囲

を理解し社会保障給付の内訳に関する推移に

ついて考えます。具体的には、児童福祉・障

害者福祉・高齢者福祉・生活保護・社会保障

制度になります。例えば待機児童・障害者の

就労支援・高齢者の地域での生活支援・ホー

ムレスの自立生活支援・公的年金制度など多

種・多様な内容となるため、調べ学習が多く

なると思います。 

介護福祉との連携授業（９月頃 介護技術学習のためにベットでの演習）    
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学
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テ１ 

 

 

 

 

 

 

第４編 人間関係とコミュニケー

ション 

①コミュニケーションの基礎 

②援助における人間関係の形成 

③社会福祉援助活動の概要 

第５編 地域福祉の進展と多様な

社会的支援制度 

①地域福祉の進展と地域の将来 

②多様な社会的支援制度 

③社会福祉の将来と福祉の担い手 

 

 

 福祉はコミュニケーションが大事だと言う

人が多いですが言語・非言語・情報機器を活

用した方法などについて学習しましょう。ま

た人間関係を構築するための傾聴・受容・共

感の姿勢について特に深く学びます。そのこ

とで３年次の学びに繋げます。 

  地域福祉活動（例、ボランティア・社会福

祉協議会・ＮＰＯ法人など）の広がりについ

て、各自の居住地の実情を調べます。そして

どのように展開したらよいかレポートにまと

めます。 

 



 

（３）評価の観点 

 

 

 

関心・意欲・態度 

 

思考・判断・表現 

 

技能 

 

知識・理解 

 

観

点

の

趣

旨 

 

 

 

 

人間に興味関心を持ち

、福祉社会の創造と発

展のため、福祉の見方

考え方を働かせ、主体

的かつ協働的に取り組

む態度を養う 

 

 

現代社会における社会

福祉に関する課題を発

見し、職業人に求めら

れる倫理観を踏まえ、

解決する力を養う。 

 

 

 

社会福祉について体系

的・系統的に理解する

とともに、関連する技

術を身に付ける。介護

技術の習得も併せて学

習する。 

 

 

 

福祉の見方・考え方を

働かせ実践的・体験的

な学習を行う。職業人

に求められる倫理観を

培いながら、地域の課

題を解決しようとする

力を養う。 

 

主

た

る

評

価

方

法 

 

 

新聞の切り抜き評価 

（課題が明確に指摘出

来ているか） 

 

 

 

 

 

 

新聞の切り抜き評価 

（人間の尊厳にかかわ

るテーマに沿っている

か） 

 

 

 

 

 

実技テスト 

 

行動観察 

（介護実習時） 

 

 

 

 

 

小テスト 

学習プリント 

定期テスト 

 

 

 

 

 

（４）評価項目・評価点など 

 

評価項目・学習にあたって・評価点 

 

定期テスト 

小テスト 

実技テスト 

 

 

定期テストは４回。実技の内容も筆記テストに出題します 

特に“生活を支える社会保障制度”については、各章毎に小テストを行います。

定期テストと同等に扱います。 

実技テストは授業で行った実技の中から行います。 

 

ノート 

学習プリント 

 

ノート：板書事項は、正確に丁寧な字で写しましょう。 

補助教材学習ノートは、丁寧な字で記入し、期日までに提出してください。 

 

新聞切り抜き 

 

 

月１回新聞切り抜きによるリポートを提出してもらいます。 

地域の福祉に関することに興味を持って下さい。 

 

授業参加状態 

 

 

 

 

授業中の発問には積極的に、考えて答えましょう。 

９月に実施予定の介護実技の授業では、身だしなみからきちんとしましょう。 

確かな技術の習得のために、積極的にバディとの練習を行いましょう。 

 

 


